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                      PPRREESSSS  RREELLEEAASSEE 

2009年1月9日 

カーディフ・アシュアランス・リスク・ディヴェール 

 

本資料は、2008年12月3日にフランスで発表されたプレスリリースの日本語抄訳です。 

 
BNPパリバ・アシュアランス及びカーディフ、2010年までに 

温室効果ガス排出量を 10％削減 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 保険事業を展開する 41 カ国（日本を含む）において、広範囲に及ぶ二酸化炭素  

排出監査*を実施 

 排出量を大きく削減するための大規模な行動計画 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
カーディフ損害保険会社ならびにカーディフ生命保険会社の親会社である BNPパリバ・ア

シュアランスは、保険事業を展開する 41カ国（日本を含む）における自社のあらゆる活動

を対象として、大規模な二酸化炭素排出監査を実施しています。これは、2006年より開始

した CSR（企業の社会的責任）プロジェクトの一環として行っているものであり、その目

的は、BNPパリバ・アシュアランスが全世界でどの程度二酸化炭素を排出しているか、そ

の状況を調べることです。 

 

この二酸化炭素排出監査は、環境に対する BNPパリバ・アシュアランスの基本姿勢を論理

的に展開したものです。本監査では、発生国及び発生源ごとに、温室効果ガスの排出状況

を 10項目――通勤、出張、電力消費、償却（不動産、備品、コンピュータ）、消耗品（紙、

事務用品、社員食堂）、輸送、空調、ごみ、サービス利用、顧客の移動――に分けて詳細に

調査・報告しています。 

 

広範な二酸化炭素排出監査           

41カ国での監査、及び 10項目別の分析を行った上で、BNPパリバ・アシュアランスは、

自社の活動が及ぼす直接的・間接的な全影響についてまとめました。 

それによると、二酸化炭素の総排出量は 47,000トン（炭素換算量）であり、フルタイム従

業員一人当たりの炭素換算量にすると 6.4トン(相当)となります。 

主要な排出源は以下のとおりです。 

  1- 電力エネルギー（二酸化炭素換算で 10,000トン近く） 

  2- 出張 

  3- 通勤 

  4- 償却 
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今般、この綿密な分析に基づき、環境への影響を少なくするための測定可能な目標を設定

し、広範な行動計画を作成しました。 

 

*二酸化炭素排出監査では、ある活動から直接的・間接的に排出される温室効果ガスについて、精密な評

価が行われます。今回の監査では、BNPパリバ・アシュアランスの 2007年の活動による直接的・間接的

な影響を対象としています。フランスの環境・エネルギー管理局（ADEME）では、商標登録済の二酸化

炭素排出監査法（Bilan CarboneTM）を採用しています。 

 

意欲的な目標――温室効果ガス排出量 10％削減          

BNP パリバ・アシュアランスは、2010 年までに温室効果ガスの排出量を 10％削減すると

決定しました。この目標を達成するため、二酸化炭素排出量の最も多い次の 3項目につい

て、重点的に対策を講じます。 

 

  - 電力エネルギー： グリーン電力証書が付与された電力の使用による 4％削減 

  - 出張： 航空機の使用を抑えるとともに、所有車をクリーンエネルギー車に順次移行す

ることによる 4％削減 

  - 償却： IT設備の買換え頻度の抑制による 2％削減 

 

加えて、それぞれの国ごとの二酸化炭素排出監査に基づき、独自の行動計画を立てること

を推奨しています。次回の二酸化炭素排出監査は、2010年のデータに基づいて実施し、2011

年に完了する予定です。以上の対策により、BNPパリバ・アシュアランスは、環境への責

任を具体的に果たすための確固たる第一歩を踏み出すことができるでしょう。 

 

BNPパリバ・アシュアランスの CSR担当のローレンス・ペッセ（Laurence Pessez）は、次

のように述べています。「まず出発点として、１日に当社が環境にどの程度の影響を及ぼし

ているか、そこを明らかにするというアプローチを採用しました。そしてそれに基づき、

2010年までに温室効果ガス排出量を 10％削減するという意欲的な目標を設定したのです」。 

  

*** 

BNPパリバ・アシュアランス（www.assurance.bnpparibas.com）は、BNPパリバの損害保険及び

生命保険事業部門であり、２つの商業ブランド名で保険商品及びサービスを開発・提供してい

ます。フランス国内の BNP パリバのリテールネットワークを通じて保険商品を提供する場合

は BNPパリバのブランドを用い、フランス国内でも他のチャネルを使う場合、及び海外事業で

はカーディフ（Cardif）のブランドを使用しています。 

BNPパリバ・アシュアランスは、ローン保障保険分野では世界有数の保険会社のひとつであり、

フランスでは第 4位の規模を誇る生命保険会社です。また、カーディフ損害保険会社（カーデ

ィフ・アシュアランス・リスク・ディヴェール）とカーディフ生命保険会社（カーディフ・ア

シュアランス・ヴィ）は、スタンダード・アンド・プアーズより AA+の格付けを得ています。 
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2007年の収入保険料は 180億ユーロを記録しました。41カ国（日本を含む）で保険事業を展開

しており、2007年の収入保険料の 43％は BNPパリバグループ外によるもの、また、39％はフ

ランス国外市場によるものです。従業員数は 7,000 人を超え、うちフランス国外の従業員の占

める割合は 60％を超えています。 

 

 

 お問合せ先 

カーディフ損害保険会社 お客さま相談室   

TEL：03-6415-6051 

受付時間：9:30～17:45（祝日、年末年始を除く月曜日～金曜日） 

 


